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ＧＩＧＡスクール構想 1人 1台端末（タブレットＰＣ）を活用した新たな学び 
 

千葉市ではＧＩＧＡ
ギ ガ

スクール構想に伴い、小・中学校、特別支援学校（小学部・中学部）に教育ＩＣＴ

環境を整備しました。令和 3 年度から、授業での活用が始まります。 

ＧＩＧＡ
ギ ガ

スクール構想とは 

ＧＩＧＡスクール構想とは、１人１台端末（タブレットＰＣ）と、高速大容量の通信ネットワークを

一体的に整備し、子供たちの資質・能力を引き出す環境をつくる国の施策です。これまでの教育実践と

教育ＩＣＴ環境を組み合わせることで、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化

され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する構想のことをいいます。 

千葉市が導入した「タブレットＰＣ」 

 ・授業で活用するタブレットＰＣは「Chromebook」で、学校から貸与されるものです。 

・使い方に合わせてスタイルを変えられます。 

 

 

    

【ノートスタイル】       【テントスタイル】  【タブレットスタイル（縦）】 【タブレットスタイル（横）】 

「タブレットＰＣ」でできること 

協働的な学び 創造性を育む教育 効果的な個別学習 
  

令和３年度より、ICT 機器を利用した学習の充実を図るため、事前の準備や機器の調整、授業

での児童生徒への直接的な支援などを行う ICT支援員を大幅に増員します。「タブレットＰＣ」

の活用のため、市内すべての小・中・特別支援学校を巡回します。 

ICT支援員が学校をサポートします 

子供たちが 

‣ 各自で様々な情報にアクセスし、主体的に情報を選択、収集・整理する。 

‣ 分析した情報を、プレゼンテーションソフトでわかりやすく加工して発表する。 

‣ 共同編集で、リアルタイムで考えを共有しながら学び合う。 

先生が 

‣ 誰もがイメージしやすい教材を提示する。 

‣ 一人一人の反応や考えを即時に把握しながら双方向的に授業を進める。 

‣ デジタル教材を活用し、一人一人の学習進捗状況を可視化し、よりきめ細やかな対応を行う。 

授業ではこのような使い方をします（例） 

 タブレットＰＣで見ることのできる、児童生徒向け「使用ルール」「児童生徒用マニュアル」

を準備しました。使い方を学びながら授業が受けられます。 

児童生徒向け資料を準備しました 
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